
館
林
で
は
多
彩
な
人
物
が
歴
史
を
紡
い
で
き
ま
し
た
。

藤
原
長
良
、
佐
貫
広
綱
、
榊
原
康
政
、
徳
川
綱
吉
、

秋
元
志
朝
、
正
田
貞
一
郎
、
田
山
花
袋
、
田
中
正
造
な
ど
、

広
く
知
ら
れ
る
歴
史
的
人
物
が
多
く
い
ま
す
。

本
書
は
、
館
林
で
活
躍
し
た
人
物
や
館
林
出
身
者
な
ど
、

約
六
七
〇
名
を
時
代
・
分
野
ご
と
に
ま
と
め
た
事
典
で
す
。

市制施行70周年記念 館林市史別巻　
「館林歴史人物事典」

A５判　400ページ（一部カラー）
2,000円

発
刊
の
ご
案
内

館
林
歴
史
人
物
事
典

市
制
施
行
70
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年
記
念
　
館
林
市
史
別
巻

郵便局

東
武
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野
線

館
林
駅

至浅草

(第二資料館内)

文化会館

館林市史
編さんセンター

図書館
第一資料館

館
林
女
子
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武
伊
勢
崎
線

佐
野
ー
行
田
線

田
山
花
袋
記
念
文
学
館

向
井
千
秋
記
念
子
ど
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科
学
館

館
林
市
役
所

城
沼
総
合
体
育
館国

道
１
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２
号

国道354号

至東北
自動車道

城沼

つつじが岡
公園

〒

頒布窓口：下記でご購入できます。

■館林市史購入のご案内

お申し込み方法

◆郵送の場合
遠隔地の方は郵便振替による購入ができます。
電話・FAX・Eメールで下記にお申し込みください。

〒 374-0018　群馬県館林市城町 2-3( 館林市第二資料館内 )

館林市史編さんセンター
TEL･FAX 0276-76-7651

E-mail　shishihensan@city.tatebayashi.gunma.jp

場　　所 取り扱い
館林市史編さんセンター
（館林市第二資料館内）
館林市文化会館
田山花袋記念文学館
向井千秋記念子ども科学館

休館日（月曜・祝日
の翌日）を除く

館林市立図書館
館林市第一資料館

休館日（月曜・祝日
の翌日・月末整理
日）を除く

群馬県立館林美術館ミュージアムショップ

休館日（月曜・祝日
の翌日）を除く
※一部展示替による
臨時休館日を除く

館林市内の公民館・書店（一部）

『館林市史』は、通史編３巻・特別編７巻・資料編６巻の全
16巻を刊行しました。館林の自然、歴史、民俗など、さまざ
まな分野から、特色ある文化遺産を紹介し、未来へ伝えて
いきます。今後は別巻を刊行予定です。

表紙写真：絹本着色榊原康政像（部分）
　　　　東京国立博物館所蔵
　　　　（Image:TNM Image Archives）

『館林市史』特別編、資料編、通史編、別巻

館林市史
刊行案内

刊行書名 内容予定

通史編
◆１館林の原始古代・中世
◆２近世館林の歴史
◆３館林の近代・現代

特別編

◆第１巻　館林とツツジ　（頒布終了）
◆第２巻　絵図と地図にみる館林（DVD版のみ）
◆第３巻　館林の自然と生きもの 
◆第４巻　館林城と中近世の遺跡
◆第５巻　館林の民俗世界
◆第６巻　館林の町並みと建造物
◆第７巻　館林の文化と芸術

資料編

◆１原始古代＜館林の遺跡と古代史＞ 
◆２中世＜佐貫荘と戦国の館林＞　（頒布終了）
◆３近世Ⅰ＜館林の大名と藩政＞  （頒布終了）
◆４近世Ⅱ＜館林の城下町と村＞
◆５近現代Ⅰ＜近代館林の歩みと社会＞
◆６近現代Ⅱ＜鉱毒事件と戦争の記録＞

別　巻

◆市制施行60周年記念　写真で見る館林
◆普及版　館林の歴史
◆館林の寺社と史料
◆館林の里沼
◆館林の絵馬
◆市制施行70周年記念　館林歴史人物事典



平成６年９月12日　宇宙飛行士　
向井千秋さんの街頭パレード

田山花袋 徳川綱吉像〈複製〉（部分）
公益財団法人　德川記念財団所蔵

長尾顕長署判（部分）
（小野寺文書より）

館
林
に
関
係
す
る
人
物
に
つ
い
て
、
古
代
／
中
世
／
近
世
／
近
代
・
現
代
の
四
つ
に
分
け
、
さ
ら
に

武
士
、
政
治
家
、
産
業
、
社
会
な
ど
多
様
な
分
野
ご
と
に
ま
と
め
ま
し
た
。

古
代
で
は
神
社
に
祀
ら
れ
る
祭
神
な
ど
、
中
世
で
は
戦
国
武
将
な
ど
、
近
世
で
は
藩
主
や
家
臣
、
町

民
・
村
民
な
ど
、
近
代
・
現
代
で
は
名
誉
市
民
、
議
員
、
鉱
毒
事
件
関
係
者
、
経
済
人
、
文
学
者
、
美

術
家
な
ど
を
、
館
林
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

別
巻
「
館
林
歴
史
人
物
事
典
」
の
構
成

◆
第
一
章
　
古
代
の
人
物(

九
名)

　
１　
邑
楽
の
住
人　
小
長
谷
部
宇
麻
呂

　
２　
祭
神
と
そ
の
系
譜　
長
柄
首
氏
・
藤
原
長
良
・
豊
城
入
彦
命
ほ
か

　
３　
坂
東
の
兵(

つ
わ
も
の)　
平
将
門
・
藤
原
秀
郷

◆
第
二
章
　
中
世
の
人
物(

八
九
名)

　
１　
佐
貫
氏
の
一
族　
那
波
成
綱
・
佐
貫
広
綱
ほ
か

　
２　
北
条
氏
や
足
利
氏
に
近
い
人
び
と　
三
善
貞
広
・
舞
木
定
綱
ほ
か

　
３　
歴
代
館
林
城
主
と
家
臣
・
同
心　
赤
井
綱
秀
・
長
尾
景
長
ほ
か

　
４　
館
林
周
辺
の
国
衆　
由
良
成
繁
・
妙
印
尼
・
冨
岡
直
光
ほ
か

　
５　
館
林
・
邑
楽
を
訪
れ
た
人
び
と　
親
鸞
・
上
杉
謙
信
ほ
か

　
６　
様
々
に
祈
り
働
く
人
び
と　
大
谷
休
泊
・
大
林
正
通
ほ
か

◆
第
三
章
　
近
世
の
人
物(

二
三
八
名)

　
１　
藩
主
と
そ
の
一
族　
榊
原
康
政
・
徳
川
綱
吉
・
秋
元
志
朝
ほ
か

　
２　
藩
士　
南
直
道
・
金
田
正
勝
・
生
田
万
・
岡
谷
繁
実
・
塩
谷
良
翰
ほ
か

　
３　
大
名
・
旗
本
・
幕
府
代
官　
飯
河
方
信
・
植
村
家
次
ほ
か

　
４　
城
下
町
と
村　
青
山
家
・
正
田
家
・
小
池
藤
左
衛
門
ほ
か

　
５　
教
育
・
学
問
・
医
療　
荒
井
静
野
・
稲
葉
黙
斎
・
長
沢
理
玄
ほ
か

　
６　
文
化
・
宗
教　
北
尾
重
光
・
山
田
音
羽
子
・
潮
音
・
幡
随
意
ほ
か

◆
第
四
章
　
近
代
・
現
代
の
人
物(

三
三
二
名)

　
１　
名
誉
市
民　
正
田
貞
一
郎
・
福
井
盛
太
・
遠
藤
仁
之
輔
・
向
井
千
秋
ほ
か

　
２　
藩
主
子
孫　
秋
元
興
朝
・
秋
元
春
朝
・
榊
原
政
春
ほ
か

　
３　
政
治　
太
田
為
治
・
小
野
田
元
凞
・
楫
取
素
彦
ほ
か

　
４　
産
業
・
経
済　
青
山
牧
太
郎
・
家
富
忠
三
郎
・
正
田
文
右
衛
門
ほ
か

　
５　
社
会
運
動
・
事
件
・
戦
争　
木
呂
子
退
蔵
・
田
中
正
造
・
山
本
栄
四
郎
ほ
か

　
６　
地
域
社
会
・
農
業
・
医
療　
白
井
直
一
・
吉
田
丑
五
郎
ほ
か

　
７　
学
術
・
教
育
・
郷
土
史
　
松
平
濱
子
・
飯
塚
多
右
衛
門
・
福
田
啓
作
ほ
か

　
８　
文
芸　
荒
井
閑
窓
・
鎌
田
一
如
・
田
山
花
袋
・
前
山
巨
峰
ほ
か

　
９　
美
術
・
工
芸
・
書　
小
室
翠
雲
・
藤
野
天
光
・
藤
牧
義
夫
ほ
か

　
10　
音
楽
・
舞
踊
・
芸
能　
東
喜
代
駒
・
若
柳
吉
優
ほ
か

　
11　
ス
ポ
ー
ツ　
石
川
源
三
郎
・
嶋
田
川
儀
兵
衛
・
松
澤
一
鶴
ほ
か


